
1 ．事業構想評価

（１）事業構想「目標を定量化する指標」の達成状況

目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率

- - - - - - - - - - - - - - - -

H30 11% 5.8% 53% 12% - - 13% 14.3% 110% 14% - - 15% - -

2年目実績値
は、事業実施主
体2者（生野町
森林組合、北は
りま森林組合）
が、新型コロナ
ウイルスの影響
による木材市況
の下落を受け、
生産調整を実施
（径級が小さい
奥地林等での施
業、年間工程の
見直し等）した
ことから、新型
コロナウイルス
の影響により低
調となったため
評価対象外とし
た。

R3 1% 3% - - - - - - - -

施設整備事業
（事業主体　し
そうの森の木）
がR3からR4に繰
越したため、調
査年度は来年度
R4に順延

木造化（補助率1/2以内） - - - - - - - - - - - - - - - -

木造化（補助率15％以内） - - - - - - - - - - - - - - - -

木質化 - - - - - - - - - - - - - - - -

未利用間伐材等活用機材整備 - - - - - - - - - - - - - - - -

木質バイオマス供給施設整備 R1 20 231 1155% 20 242 1210% 20 20 - - -

木質バイオマスエネルギー利用
施設整備

- - - - - - - - - - - - - - - -

R4

高性能林業機械等の整備
労働生産性（㎥／人・日）
の増加率

木材利用
及び木材
産業体制
等の整備
推進

木材加工流通施設等の整備
地域材利用量（㎥）の増加
率

木造公共建築物等の整
備

事業費当たりの木材利用
量
（㎥／百万円）

木質バイオマス利用促
進施設の整備

事業費当たりの木質バイオ
マス利用量（㎥／百万円）

安定供給
体制の整
備推進

間伐材生産
間伐材生産経費（円／㎥）
の減少率

備　考１年目（開始年度） ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

達成状況

目標 メニュー 指標
開始
年度

目標
年度



２ ．全体評価

数値 単位 年度 数値 単位 年度 実績
達成率
(％)

年度

安定供給体制の整備推進
自立的林業経営活動の推
進

山地防災情報の周知

協議会の開催回数 3 回
R2
(2020)

3 回
R3
(2021)

1 33% R3
調査年月日：

R4.10.11

調査方法：事業実績

資料確認

抵抗性松の植栽本数 4,000 本/年
R2
(2020)

4,000 本/年
R3
(2021)

2700 68% R3
調査年月日：

R4.10.11

調査方法：事業実績

資料確認

森林環境保全の推
進

森林保全巡視指導員の
配置人数

4 人
R2
(2020)

4 人
R3
(2021)

4 100% R3
調査年月日：

R4.10.11

調査方法：事業実績

資料確認

人材の確保・育成・
定着

素材生産量
新規就業者数

454,000
（H28-30）

26
（H28-30）

m
3

人

R2
(2020)

450,000
30
m
3

人

R3
(2021)

527,000
62

117%
207%

R3

調査年月日：

R4.10.18

調査方法：[素材生産

量]令和３年木材統

計調査及び県独自

調査、[新規就業者

数]「林業労働力対策

にかかる令和３年度

実績等について(林

労働安全の確保
素材生産量
災害発生件数(減少率)

454,000
（H28-30）

35
（H28-30）

m
3

件

R2
(2020)

450,000
28
20%

m
3

件
R3
(2021)

527,000
35

（0％）

117%
125%
(0%)

R3

調査年月日：

R4.10.18

調査方法：[素材生産

量]令和３年木材統

計調査及び県独自

調査、[災害発生件

数]林業の労働災害

発生状況(兵庫労働

局労働基準部安全

林業経営体の育成

木材利用及び木材産業体
制等の整備推進

計画主体の評価及び今後の課題とその解決策

林業経営体の育成

木材利用及び木材産業体制等の整備推進

森林資源の保護

森林資源保護の推進では、協議会等の開催日数が目標値の
33％、抵抗性松の植栽本数が目標値の68％に留まった。
　森林環境保全の推進では、目標値どおり巡視指導員を４人配置
した。

松林の環境維持、林野火災予防や無許可開発及び保安
林の適正管理等の森林の保全等を図るため、抵抗性松
の植栽や森林保全巡視員の配置等を持続的に行う必要
がある。
　特に抵抗性松の植栽については、松くい虫被害に強い
松林の造成に必要不可欠なため、次年度以降の抵抗性
松の植栽目標の達成に向けて、松くい虫防除連絡協議会
等の機会の活用や、森林保全巡視員による一般県民へ
の普及啓発を推進していく。

マーケティング力ある林業担い手の育成

林業事業体への雇用改善指導や従事者を対象とした技術研修に
より新規就業者の確保が図られた。
労働災害発生数については安全巡回指導や伐倒作業現地研修
会により林業事業体の安全意識を高め、目標を達成することがで
きた。

林業労働者数維持のため、引き続き新規就業者の確保
に向け雇用改善、技術研修の充実に努める。
労働災害数は引き続き巡回指導、研修を行うとともに、さ
らなる減少のため、県労働局等との連携を強化し指導効
果の向上、安全衛生の徹底を図る。

安定供給体制の整備推進

自立的林業経営活動の推進

山地防災情報の周知

目標年度の報告
備考

（２）総合評価

目標 本事業により実施した目標の分析とその評価 今後の課題とその解決策

目標値

森林資源保護の推
進

森林資源の保護

マーケティング力ある林業
担い手の育成

（１）全体指標の達成状況

目標 メニュー 全体指標
現状値


